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道徳的諸価値に 

 多面的・多角的に向き合うことができる道徳科学習指導の工夫 

― 哲学対話を取り入れた授業モデルの構築を通して ― 

 

 

 

 

 

 

呉市立広南小学校 

木下 真弥 

 

 

 

 

  別添資料１  研究授業の内容と発話の記録（一部抜粋）（第１学年） 

         研究授業の内容と発話の記録（一部抜粋）（第３学年）  

  別添資料２  研究授業の内容と生き方づくりにおける児童の記述（一 
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研究授業の内容と発話の記録（一部抜粋）                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                    

 研究授業（第１学年） 

月日 

主題名 

内容項目 

令和７年７月10日 

美しいもの 

Ｄ項目「感動、畏敬の念」 

ねらい 

「美しいもの」について児童がもった問いをもとに対話するこ

とを通して、道徳的価値を多面的・多角的に考え、「感動とは

何か」について追究し、美しいものや清らかなものに感動する

心情を育てる。 

教材名 

【出典】 

「あめが あがって……」 

【「新編 あたらしい どうとく １」東京書籍】 

 

 

 

授業展開 

 

 

 

 

 

 

 

１ 道徳的諸価値に関する問い 

 〇みんなは、「感動」って、したことあるかな。 

 ａ道徳的諸価値に関する「答えのない問い」につなげる工夫 

 

２ 自己を見つめる問い 

 〇美しいポイントを探しながら聞いてみよう。 

 ｂ自分との関わりで考えるための工夫 

 〇どのはてなについてみんなで考えたいだろう。 

 ｃ多面的・多角的に向き合うための対話に向かうための工夫 

 

３ 多面的・多角的に向き合う問い 

 対話のツール：「問いワード」の活用 

 ｄ〈対話を促すための工夫〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自己の生き方についての考えを深める問い直し 

 ◯みんなにとって、「感動」するって、どんなことだろう。こ

れからどんなふうに過ごしていきたいだろう。 

 ｅ自己の生き方につながるための工夫 

〈道徳的諸価値に関する「答えのない問い」に基づく自己の生

き方についての考えを深める問い直し〉 

 

 

 

 

 

別添資料１（第 1 学年） 

 

 

 

【自己を見つめる問いで

の考えとつなげる】

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究授業（第３学年） 

月日 

主題名 

内容項目 

令和７年７月10日 

美しい心 

Ｄ項目「感動、畏敬の念」 

ねらい 

 「美しい心」について児童がもった問いをもとに対話するこ

とを通して、道徳的価値を多面的・多角的に考え、「人間は何

に感動をするのか」について追究し、美しいものや清らかなも

のに感動する心情を育てる。 

教材名 

【出典】 

「しあわせの王子」 

【「新編 新しい どうとく ３」東京書籍】 

 
 
 

授業展開 
 
 
 
 
 
 
 

１ 道徳的諸価値に関する問い 

 〇みんなは何を見たときに「きれいだな。」「美しいな。」っ

て感動するだろう。 

〇「クレヨンしんちゃん」の映画で涙が出る、運動会で中学

生の姿を見て涙が出る等、こんな経験あるだろうか。 

 ａ道徳的諸価値に関する「答えのない問い」につなげる工夫 

 

２ 自己を見つめる問い 

 〇あなたはどこに心が動くだろう。 

 ｂ自分との関わりで考えるための工夫 

 〇どんな疑問についてみんなで考えたいだろう。 

 ｃ多面的・多角的に向き合うための対話に向かうための工夫 

 

３ 多面的・多角的に向き合う問い 

 対話のツール：「問いワード」の活用 

 ｄ〈対話を促すための工夫〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自己の生き方についての考えを深める問い直し 

〇あなたにとって、感動するよさってなんだろう。感動に

対する、これまでの自分、これからの自分について何を

考えるだろう。 

ｅ自己の生き方につながるための工夫 

〈道徳的諸価値に関する「答えのない問い」に基づく自己の生

き方についての考えを深める問い直し〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添資料１（第３学年） 

 

 
 

 

 

 

 
 



研究授業の内容と生き方づくりにおける児童の記述（一部抜粋）

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 研究授業 第５学年 

月日 

主題名 

内容項目 

令和７年７月17日 

本当の自由とは 

Ａ項目「善悪の判断、自律、自由と責任」 

ねらい 

児童から出てきた教材に係る「問い」を起点に対話することを
通して、「自由と自分勝手の違い」について多面的・多角的に考
え、「本当の自由とは」何か、「自由を大切にするとはどういうこ
とか」を追究し、自律的に判断し、責任ある行動をしようとする
心情を育てる。 

教材名 

【出典】 

「うばわれた自由」 

【「私たちの道徳 小学校５・６年」文部科学省】 

 
 
 

授業展開 
 
 
 
 
 
 

 

１ 道徳的諸価値に関する問い 
 〇みんなにとっての「自由」って何だろう。 
 〇例えば、「自由にしたいこと」って、どんなことだろう。 
 ａ道徳的諸価値に関する「答えのない問い」につなげる工夫 
 
２ 自己を見つめる問い 
 〇二人の考える「自由」、自分たちが考える「自由」の似

ているところや違うところはどこだろうと考えながら
聞いてみよう。 

 ｂ自分との関わりで考えるための工夫 
 〇どんな疑問についてみんなで考えたいだろう。 
 ｃ多面的・多角的に向き合うための対話に向かうための工夫 
 
３ 多面的・多角的に向き合う問い 
 対話のツール：「問いワード」の活用 
 ｄ〈対話を促すための工夫〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 自己の生き方についての考えを深める問い直し 
 ◯あなたにとって自由にするとはどういうことだろう。

今日の学習を通して、これまでの自分、これからの自
分について何を考えるだろう。 
ｅ自己の生き方につながるための工夫 

〈道徳的諸価値に関する「答えのない問い」に基づく自己の生き

方についての考えを深める問い直し〉 

 

発
語
量
◎
〇
△ 

生き方づくりにおける児童の記述と発話の量の関係性 
（教材の感想：線なし、道徳的諸価値に関する考え：点線、 

問いに対する考え：太字、考えの広がり：枠囲み、 
内省：網掛け、これからについて：一本線） 

児
童
Ａ
（
△
） 

救急救命士でも、すぐには
命を救えないからすごいと
思いました。私は将来は、イ
ラストレーターになって、み
んなが楽しめるイラストを
描きたいです。 

今日の学習を通して、自由と自由すぎるは
違い、自由とはどういうことかを学べまし
た。友達の意見の、「自分勝手だったり、人
に迷惑がかかったりしたら、自由とは違う」
という意見に、確かにそうだなと思って見方
や考え方を変えることができました。今まで
は、自由とは誰にも縛られない、何をやって
もいいのが自由だと思っていたけど、自由は
私が思っていたものと違いました。これから
は、どんなことが自由か考えながら過ごして
みたいです。 

児
童
Ｂ
（
△
） 

今日の勉強で、働いたら誰
かのためになることが分か
りました。 

今日の学習で分かったことは、「自由」もい
いことばかりではなくて、ちゃんと守らなけ
ればいけないこともあるということです。私
は、自由は、誰にも何も言われないし、自分
が好きなことをたくさんできるので、すごく
いいなと思いました。けれど、自由にずっと
生きていたら後から後悔することもあるか
もしれないので、これからはルールをきちん
と守って、「自分」も気を付けながら頑張りた
いです。 

児
童
Ｃ
（
〇
） 

将来のことは考えたこと
はあるけど、こんなに人の役
にたっているのを初めて知
って、もっと勉強して人を助
けられる人になりたいです。 

今日の学習を通して、ぼくは自由はないと
思っていたけど、友だちの意見を聞いて、自
由はたくさんあるし、身近なところにあるこ
とも分かりました。これからは、自分も自分
勝手という行動をやらないように、気を付け
ようと思いました。 

児
童
Ⅾ
（
〇
） 

今日の学習で分かったこ
とは、自分のためにやる仕事
は、仕事の時だけじゃなくて
も人のためにその仕事が役
立つことが分かりました。 

 今日の学習で分かったことは、自由なのは
いいけれど、自由すぎるのは人に迷惑がかか
るからダメだということです。また、友だち
の「自由はいいけれど、自分で決めることが
大切だ」という意見を聞いて、だから、お母
さんたちはルールを作っているんだなと思
いました。これからは、自由はいいけれど、
ルールをしっかり守って、自由な（自分の）
時間を過ごしたいです。 
 

児
童
Ｅ
（
◎
） 

自分のことより、人のこと
やお金よりも大切なことが
あると思って働きたいし、救
急救命士で例えると、お金
をもらえることよりも人の
命を助けることが大切だと
この授業で分かったので、こ
れから将来に向けて頑張っ
ていきたいです。 

今日の学習を通して分かったことは、自由
はいいいけど、自由すぎるのもよくないとい
うことです。自分をおさえられる人と自分を
おさえられない人は違って、抑えられる人は
親からルールを決められないけど、抑えられ
ない人は親からルールが決められてしまう
し、したいことをするのとしたくないことを
しないのは自由だけど、したいことをしない
のとしたくないことをするのは自分で決め
るので、自由はよいけれど、自由すぎるのは
良くないとわかりました。僕は今まで、親に
ルールを決められて嫌だったけど、話を進め
ていくと、親がルールを決めるのは、抑えら
れない自分の将来を思ってルールを決めて
いることが分かりました。これからは、親に
怒られないようにルールを守りながら自由
を体感したいと思います。 
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